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“５年２組”ってどんなクラス？
―合唱発表会を通して考える―
火曜日に合唱発表会が無事終わりました。長い時間かけてクラスで実行委員を中心に練習してきました。その途中には様々なドラマもありました。もちろん、クラスの歌だけではなく、学年の歌・５・６年合同の歌など今年の合唱発表会は出番がたくさんありました。みんなは合唱発表会を終えた今、何を思うのでしょうか？そして、今回の取り組みに対してクラスの仲間にどんな思いを抱いたのでしょう。一部ですが、少しのぞいてみましょう…

＜自分のクラスの歌について＞
・最初はとてもきんちょうしました。でもだんだん緊張がほどけてきて自分の「声」を精一杯出し切れました。歌が歌い終わったら「もう終わったんだ」とか小さい声でつぶやいていました。（○○さん）

・自分のクラスの歌については、ソプラノとアルトに別れて歌ったら何だか今まで歌ったことのないような歌に感じたので良かったんじゃないかなと思いました。あと歌い終わったときに、ぼくは「みんな練習で言葉がかたくならないようにと言われていたけれど、それがしっかり気をつけられたな」と思いました。（○○くん）
・歌う直前までひざがガクガクでした。前、リハーサルのビデオを見たときに、自分がすごくくらい顔をしていたので、明るく。明るく。という気持ちを持ちながら歌いました。（○○さん）
・君をのせては何回も練習してうまくなっていった。歌詞に気持ちが入っていたと思う。歌っているときは、ちょっと緊張したけれど、歌い終わった時は達成感があった。（○○くん）
・歌っているときの気持ちはとても緊張していましたが、歌い終わったときは、ああ目標を達成したな…と思いました。（○○くん）
・とてもよかった。前で指揮者をやっていてよくわかりました。練習のときになかなかできなかったところが本番のときはちゃんとできていた。（○○さん）

・ぼくはジブリの天空の城ラピュタが特に好きだったのでぼくの好きな歌でとても歌いやすく、歌い終わったときはものすごくいい気分でした。（○○くん）
・歌い終わったときの気持ちはちゃんとできほっとしました。一番最初の（歌った）時と最後（本番の日）とはまったくちがうと思うから、かなり練習したなと思いました。（○○くん）
・前より緊張しなかった。練習のときに、気をつけるところを本番でちゃんとできていたし、それなりによかったと思う。すぐ終わっちゃったな～と心の中で思った。（○○さん）
・練習では出だしがうまくいかないところもあって、何度も練習しました。立った瞬間にはずかしくなって歌っているときに友達と目が合ってしまって笑ってしまったけど練習の成果は出せたと思うので私の（クラスの歌の）評価は◎です！（○○さん）

・「君をのせて」は本番が一番いい歌い方でした。歌い終わったときはすっきりしました。拍手がうれしかったです。（○○さん）

・今までの練習は授業時間をこえても練習したのでちょっと大変でした。でもこの練習があったから歌をうまく歌えたんだと思います。（○○くん）

・ぼくはもとからあまり歌が得意ではありませんでした。でも今回練習したことでいくらかきれいに歌えるようになりました。本番は緊張したけど終わってみて「ちゃんと歌えたな」と思いました。（○○くん）

＜実行委員の○○くん・○○くんに伝えたいこと＞
・○○くんと○○くんがいつも練習するたびに悪いところを言っていて、その悪いところが良くなっていくと、良くなったことを言ってその成果が現れたので良かったです。○○君と○○くんがとてもよかったと思います。（○○くん）

・とったビデオを学年で見たときに○○くんが私に「口があまりあいていない」と言ってくれたから、できるだけ口を大きくあけてうたえるようになった。（○○さん）
・これからもこうやって一つのことを力を合わせて頑張っていきたいです。○○くんと○○くんに感謝しています。なぜかというと朝に練習を呼びかけてくれたりしたからです。（○○くん）

・私は前までよりかかって歌をうたっていたけど、○○くんが私ではないけど他の人に「寄りかからないでください。」と言ってくれたので、私も気づくことができました。（○○さん）

・私は合唱を練習しているとき、先頭に立ってくれた実行委員さん（○○くん・○○くん）に感謝したいです！おかげでみんなでうまく歌えたし、授業の時間だけの練習だけでは、こんなに上手にできなかったと思います。積極的に進めてくれたし、注意するところなども言ってくれたのでよかったです。（○○さん）

・実行委員はみんなが「うまく」できるようにみんなに声をかけたり、注意をし合ったり、みんなに確認をとって授業時間で練習をしました。こんなにみんながうまくできたのは実行委員が頑張ってくれたおかげです。（○○さん）
・○○くんに「今日は集まりがあるよ」とか「（実行委員会に）早く行こう」と言ってもらってすごく助かった。（○○くん）
・みんなで力を合わせてやれば、すばらしいものができるから、日常でもそれを生かしていきたいと思う。○○くんと○○くんがいてくれたから、合唱が成立したんだと思う。○○くんと○○くんが動いてくれて、本当に助かった。（○○さん）

・ぼくは練習のときに「口が開いていない」とよく言われていたけれど、最後の練習で「口が開いていた」と言われたので口を開けるのに気をつけられたのは実行委員が注意してくれたからだから実行委員の人に感謝しています。（○○くん）


＜クラスの仲間に伝えたいこと＞
・最初は歌うことがむずかしくて、たくさん練習したし、実行委員も感想を言うのが大変でした。でも、そのようなときに○○さんや○○くん、○○くんなどが○○さんがよかったや、ここを直したいなどを言ってくれてとても助かりました。（○○くん）

・○○くん、ピアノすごくうまかったよ。「さすが～！！」と思ったよ。（○○くん）

・クラスの歌がうまくできたのはみんなががんばったからだけど、一番頑張ったのは○○くんだと思います。○○くんがピアノをひいて土台みたいなものができてみんなの声がすごくきれいになって、すごくよくなったんだと思います。あと来年はもっとすごくうまくできるといいです。（○○くん）

・ぼくはみんなよく頑張ったと思う。なぜならみんな口を動かしてたから。特に○○くんと○○くんが動かしていた。（○○くん）

・○○くんなどの声が大きい人がいたから自分も大きな声が出せたんだと思います。（○○くん）
・ぼくは練習の時に休みが多かったのでうまく歌えるか心配でしたが、ちゃんと歌えてよかったです。歌う終わった時にみんなの顔を見ていたら当日欠席しないでみんなと歌えて本当によかったなと思いました。練習の時に○○くんと○○さんがいろいろと教えてくれたのでありがたかったです。（○○くん）
＜５年２組というクラスへ＞
・みんなで練習すればうまくなるということです。今回の合唱発表会もコツコツみんなで練習していったら、今日は上手に歌えたのでぼくはこう思いました。（○○くん）

・歌の練習などでみんなが一生懸命頑張ったから、素敵な合唱発表会になったと思います。ありがとうございます！（○○さん）

・来年はこのまま、いや、もっと声の大きい合唱発表会にしようって（みんなに）伝えたいです。

・みんなでそれぞれのパートを一生懸命に練習して本番を向かえて、みんな緊張したけど、歌声が１つになって、またみんなでやることの気持ちよさや楽しさを感じました。これからもみんなで協力して一つのことを作り上げていきたいです。（○○くん）
・一人一人一生懸命歌ってくれてありがとう！（○○さん）
・練習しているときとかけっこう大変だったけど、練習したおかげで歌えるようになったから練習してよかった。努力をしたら返ってくるから、歌うときは心を一つにしなきゃいけないから努力したほうがいいと思います。（○○くん）

・このクラスは４年生のときとちがって、またちがうクラスです。練習のときまちがっていることは「ちがう！」って○○さんや○○さん、○○さんが言ってくれました。「ちがう」って言ってくれるってことは５年２組は“いいクラス”だなって私は思います。人は人と人が支えあってできています！！私は、みんなが支えあって人、みんなだって思っています。（○○さん）


話しは変わるけど…
こんなにみんなで１つのことを頑張れるクラスなのにどうして“班”はいつまでも決まらないのでしょう？班にこだわって、大切にしてくれることはうれしいです。でも、班だってクラスみんなでやることの１つにすぎません。班だけいつまでも自分のわがままを通すものなのでしょうか？
　みんなの昨日の話し合いはとても一生懸命で素敵でした。「あの人とは嫌だ」と正直に言うことも悪くはないのですが…私はなんだかすごく寂しい気持ちになりました…

同じ人ばっかりでなく、ちがう人とも班を作ったりしないと自分が変わらないと思う。
Ｂｙ　○○くん


お家の方へ

昨日の合唱発表会はどうでしたか？保護者の皆様には当日しか見ていただけないのですが、そこに至るまでには子どもたちのたくさんの“ドラマ”があり、どの子も一人一人が毎日を精一杯に過ごしています。お忙しいとは思いますが、そんな子どもたちに何かメッセージがあればお願いします。
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○○くんの言うとおり、練習は大変なものです。でも、だからこそ努力は裏切らないということだと私は改めて強く思いました。努力したからこそ、○○さんのようにみんなの拍手が何倍も嬉しかったはずです。そんな喜びは努力した人間しか味わえません。


○○くんのような人が歌えるようになったのはどうしてでしょうか？それはきっとみんなが声を出しているから、僕（私）も声を出そうという安心感。そんなみんなで声を出せるクラスに私も◎を送りたいと思います。


（でも、来年は花◎の合唱が聴きたいな～）





みんなのメッセージからも今回の合唱発表会の成功は２人の力が大きかったということがわかります。しかし、大切なことを忘れないで下さい。この２人を支えたのはクラスのみんなです。きっと２人はみんなに感謝しているはずです。○○くんも○○くんも『○○くんは口が開いていない！』と言うのは辛かったはずです。みんなもそう言われて辛かったでしょう。でも、５年２組はその大きな壁を乗り越えて、“変わった”と私は強く思います。





○○さんの言ったように、「ちがう」ということをみんなが言えるのが５年２組。「ちがう」と言われたことを受け止められるのが５年２組。だから、私たちのクラスはなかなか“いいクラス”なのかもしれません。


○○くんの言ったように、みんなにはいつまでも「みんなでやることの気持ちよさや楽しさを感じる」人でいてほしいです。人生は一人よりもきっとみんなでいることのほうが幸せなはずです…














